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1. 被服構成や，インテリヤなどにおいて重要な要素

と考えられる織物のギャザリングを，織物の物理的な性

質に基づいて解明することを目的とする。

2.　ギャザリングを構成する単位要素としてＭＩＴの

Drape-0-meter を用いて,織物のギャザ効果を測定した。

また別にナショナルNH3W 型 電気ミシンにラフラを装

着して，織物にギャザをほどこし，ギャザ効果を測定し

た。

3.    MIT のDrape-0-meter において，織物の支持点

からｘの距離にある織物の描く円弧の長さは，X の指数

かん数になることは，すでに知られている。いまラフラ

によって織物の実際のギャザリングを測定し，そのギャ

ザ効果を求めた。支持点からｘの距離のギャザ効果は，

Ｍ Ｉ Ｔ Drape-0-meter の場合と同様にｘの指数かん数

となることがわかった。また織物特有の性質がギャグ効

果を決める重要な要素となることも確認された。


